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内科的感染症16例 についてCefuzonamの 臨床効果,副作用,な らびに臨床検査値への影響など

について検討した。疾患の内訳は,急性気管支炎1例,慢 性気管支炎急性増悪1例.肺 炎6例,マ

イコプラズマ肺炎2例,PAP 1例,肺 線維症感染1例,急 性腎盂腎炎2例,お よび急性膀胱炎2例

であったが,マ イコプラズマ肺炎とPAPは 臨床効果判定から除外した。疾患別臨床効果は,肺 炎

6例 中,著効3例,有 効2例,無 効1例,急 性気管支炎1例 中,著 効1例,慢 性気管支炎急性増悪

1例 株,著効1例,急 性腎盂腎炎2例 中,著効1例,や や有効1例,急 性膀胱炎2例 中,著効1例,

有効1例 であった。評価対象症例13例 中,著効7例,有 効4例,や や有効1例,無 効1例 であっ

た。自他覚的副作用は認められなかった。RBC,Hb,Htの 減少が1例 に認められた。

Cefuzonam(CZON,L-105)は 日本レダリー株式会社

で開発されたセファロスポリンの注射剤であり,7位 側

鎖にaminothiazolyl-methoxy-iminoacetamido基,3

位側鎖にthiadiazolyl-thiomethyl基 を導入 したもの

で,各種の β-1actamaseに 対して安定な抗生剤であ

る。本剤はグラム陽性菌からグラム陰性菌まで幅広い抗

菌スペクトラムをもっており,陽性菌ではS.aureus,
S.pneumoniae,S.pyyogenesな どに優れた抗菌力を有

し,グ ラム陰性菌にはH.influenzae,E.coli,K.

pneumoniae,P.mirabilis,P.vulgaris,M.morga-

nii,S.marcescensな どに優れた抗菌力を示すとされ

ている。本剤は静注,点 滴静注により,投与量に比例し

た高い血中濃度が得られ,そ のβ相の半減期は約1時 間

とされている。また,本 剤の尿中移行も比較的良好であ

り,胆汁中排泄も良好と報告されている1)。

以上のような特徴のある本剤を内科的感染症16例 に

投与し,本 剤の臨床効果,副 作用,臨 床検査値などへの

影響の検討を行なった。

I.　対象および方法

対象患者は急性気管支炎1例,慢 性気管支炎の急性増

悪1例,肺 炎6例,マ イコプラズマ肺炎2例,PAP 1例,

肺線維症に感染の合併したもの1例,急 性腎盂炎2例,

急性膀胱炎2例 である。対象患者の年齢は27歳 から86

歳までであり,60歳 以上は7例 であった。性別では男性

6例,女 性は10例 であった。基礎疾患を合併していた

ものは8例 であり,その種類は糖尿病3例,末 端肥大症

1例,SLEと 左腎石合併1例,肺 水腫1例,気 管支拡張

症1例,シ ーハン症候群,陳 旧性肺結核と慢性腎不全1

例であった。本剤の1日 投与量は1gを2回 投与が12

例,2gを2回 投与が4例 であった。投与法は約60分

間の点滴が13例,静 注が3例 であった。本剤の投与日

数は4日 より14日 間であった(Table 1)。

臨床効果の判定は,呼 吸器感染症では一般症状(発

熱,せ き,喀痰,チ アノーゼ,呼吸困難など),他覚所見

(ラ音など),白血球数およびCRP,赤 沈値の改善,肺炎

ではレ線所見の改善から著効,有 効,や や有効,無効に

分類した。尿路感染症では自覚症状(発 熱,排尿痛,頻

尿,腰 痛,残 尿感など)と 尿沈渣の改善,尿 細菌の消長

などから著効,有 効,やや有効,無効に分類した。マイ

コプラズマ肺炎とPAPは セファロスポリン剤が無効と

されているので,本 剤の有効率の算出からは除外した。

しかし,本剤の副作用および臨床検査値の異常の発生率

にはこれらの症例を加えて算出した。

II.　臨 床 戒 績

各症例の概要をTable 1に 示した。起炎菌と推定され

たものは慢性気管支炎の急性増悪の症例でE.coli,肺線
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Table 2 Clinical effect classified by diaimosis

維症に感染の合併した症例でS.pneumoniae,尿 路感染

症でS.agalactiae 1株,E.coli 2株,S.arueusが1株

見出された。これら起炎菌と推定された菌は本剤投与後

にすべて消失した。本剤による臨床効果をTable 2に示

した。急性気管支炎の1例 では著効,慢 性気管支炎の急

性増悪の1例 も著効であった。6例 の肺炎では3例 が著

効,2例 が有効であり,1例 が無効であった。無効例の

肺炎は重症例で,白 血球数27,200,CRP6+で,本 剤

を4日間(1,000mg×2/日)使 用したが解熱せず,喀 痰

量は(＋＋＋)で本剤投与で変化なく,呼吸困難も(＋＋)で

改善されず,胸 部X-Pに おける肺炎像はむしろ悪化し

ていた。その後Ceftlzoximeを 使用して症状,胸 部X-

Pの 肺炎像が改善された。肺線維症に肺の感染症を合併

した1例では有効であった。呼吸器感染症の有効率は

88.8%で あった。2例 の急性腎盂炎では1例 が著効,1

例がやや有効であり,2例 の急性膀胱炎では1例が著

効,1例 が有効であった。全症例では著効が7例,有 効

が4例,や や有効が1例,無 効が1例 であり,著効例が

比較的多かった。全症例での有効率は84.6%で あった。

Cefuzonamを 投与した16例 中の自他覚的副作用は認

められなかった。Cefuzonam投 与前後の赤血球数,Hb,

Ht,白 血球数,血 小板数,血 清GOT,GPT,血 清Al-

P,BUN,血 清クレアチニンの値をTable 3に示した。

本剤投与後に異常値を示した症例の検討を試みた。症

例1で は本剤投与5日 目に赤血球数,Hb,Htが それぞ

れ379万 から300万,12,2g/dlか ら9,5g/dl,37.0%

から29.4%に 減少した。本症では慢性腎炎が基礎疾患

として合併しており,また本剤投与6日 前より高熱を呈

し,そのためHtが 上昇していた。本剤投与で解熱し,

補液で感染症前の状態の赤血球数,Hb,Htの 値に戻っ

たものと考えられた。症例12は,本 荊投与終了時に赤

血球数およびHb,Htの 減少が認められた。症例16も

本剤投与前後で,赤血球数が397万 から354万,Hb

が11.0g/dlか ら9.6g/dl,Htが35.2%よ り31.0%

に減少していたが,本例では糖尿病性腎症を合併してい

たので,本 剤投与後の赤血球数,Hb,Htの 減少は糖尿

病性腎症によると考えられた。以上から本剤投与による

臨床検査値の異常は症例12の1例 で,そ の発現率は

6.25%で あった。

III.　考察およびまとめ

Cefuzonamは 新しい半合成セファロスポリンの注射

剤であり,本剤は好気性,嫌気性のグラム陽性菌からグ

ラム陰性菌まで幅広い抗菌スベクトラムを示し,特にブ

ドウ球菌にはCEZと ほぼ同等の強い抗菌力を有してお

り,またグラム陰性菌に対しても第3世 代のセフェム剤

と同等の抗菌力を示すとされている。これまでの第3世

代のセフェム剤は第1,2世 代のセフェム剤に比べてグ

ラム陰性菌に対する抗菌力は増強しているが,反面 グ

ラム陽性菌,特 にブドウ球菌に対する抗菌力が低下して

いるとされている。Cefuzonamは 従来の第3世代セフ

ェム剤と異なり,グラム陽性球菌,特 にブドウ球菌に強

い抗菌力を有する特徴のあるセフェム剤である。また各

種のβ-lactamaseにも安定であるとされている。

以上のような抗菌力に特徴のあるCefuzonamを 呼吸
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器感染症と尿路感染症に投与し,本剤の靭用性と安全性

を検討した。呼吸器感染症(マ イコブラズマ肺炎とPAP

を除く)9例 中著効5例,有 効3例,無 効1例 で,有 効

率は88.8%で あった。起炎菌と推定された検出菌はE.

coliとS.pneumoniaeで あったが,本剤投与後に消失し

た。尿路感染症4例 中2例 が著効,1例 が有効,1例 が

やや有効であり,有効綿は75%で あった。尿路感染症

で検出された菌はE.coli 2株,S.agalactiae 1株,S.

aureus 1株であったが,本 剤投与後にこれらの菌は消

失した。全例での本剤の有効率は84.6%,除 菌率は

100%で あった。本剤の自他覚的副作用は本剤が投与さ

れた16例 では認められなかった。本剤投与後の臨床検

査値異常は赤血球数,Hb,Htの 減少を1例 にみられ

た。臨床検査値異常は16例 中1例,6.25%に みられ

た。

本邦では第33回 日本化学療法学会総会において,

Cefuzonamの 新薬シンポジウムが既に行なわれている。

新薬シンポジウムでの内科領域での有効率,除 菌率など

と著者らのこれらの値を比較してみた。内科領域での解

析対象症例数は324例 で,50歳 以上の症例が多かっ

た。1日 投与量は2g投 与例が多かった。疾患別臨床効

果は肺炎で89.3%,慢 性気管支炎75.6%,呼 吸器感染

症全体では76.0%で あった。尿路感染症の有効率は

87.2%,内 科領域での全疾患の有効率は76,5%で あっ

た。基礎疾患を有するものの有効率は73.0%,基 礎疾患

のないものでの有効率は81.7%で あり,基礎疾患のあ

るものではないものに比べて有効率が低かった。著者ら
の本剤による有効率は84.5%で,新 薬シンポジウムの

内科領域のそれとほぼ同様であった。著者らの症例で基

礎疾患のない例での有効率は100%,基 礎疾患のある例

の有効率は75%で あり,新薬シンポジウムの内科領域

での結果と同様の傾向を示した。

本剤による副作用は著者らの症例では全く認められな

かったが,新薬シンポジウムでは内科領域で5.9%,泌

尿器科領域で1.5%,外 科頭域で0.9%,産 婦人科領域

で10,0%,耳 鼻咽喉科蟹域で6.1%,全 体で3.3%で

あった。副作用の主なものは発疹1.3%,発 熱0,3%,

下痢が0.4%で あり,発疹は本剤投与1日 目から4日目

までと8日 目より14日 目までに出現し,発熱は4日目

より6日 目に,下痢は1日 目より7日目までに出現して

いた。

本剤による臨床検査値異常は,著 者らは1例 に赤血

球,Rb,Htの 減少が認められたが,新薬シンポジウム

では肝機能障害,好 酸球数の増加が報告されているが,

これまでの他のセフェム剤に比べて特に臨床検査値異常

が多くはなかった。

以上,Cefuzonamに は内科系感染症に対して優れた臨

床効果を示し,副作用,検 査値異常も他のセファロスポ

リン剤と同様であり,有用性の高い抗生剤と思われた。
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Cefuzonam was studied about its clinical efficacy, side effects and laboratory values with 16 cases 
of infectious diseases 1 case with acute bronchitis, 1 with chronic bronchitis, 6 with pneumonia, 
2 with mycoplasma pneumonia, 1 with PAP, 1 with pulmonary fibrosis with infection, 2 with 
acute pyelonephritis and 2 with acute cystitis. However, rnycoplasma pneumonia and PAP was 
excluded from clinical efficacy. 

The cases studied showed the following clinical efficacy : 
6 cases of pneumonia ; 3 excellent, 2 good, 1 poor. 
1 case of acute bronchitis ; excellent 
1 case of acute exacerbation of chronic bronchitis ; excellent 

2 cases of acute pyelonephritis ; 1 excellent, 1 fair 
2 cases of acute cystitis ;1 excellent, 1 good 

As a whole, excellent responses were observed in 7 cases, good in 4, fair in 1 and poor in 1, 
and the efficacy rate was 84.5%. The side effect was not observed. The decrement in RBC, Hb 
and Ht was noted in one case.


